
夜
間
以
前
よ
り

明
る
く
な
っ
た
シ
テ
ィ
ハ
イ
ツ

い
ろ
い
ろ
な
意
見
が

　
　
　

活
発
に
発
表
さ
れ
た

　
　
　
　
　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

平成 28 年度
『竹の台一斉避難訓練ワークショップ』で
　　　　              出されたアイデア
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58
月

竹の台地域委員会役員の募集（補充）

公示期間　4月1日（土）～4月10日（月）

 竹の台地域委員会は「竹の台五か年計画」達成を目指し、竹の
台のまちづくり活動を行っているボランティア団体です。今年は
改選期ではありませんが、2 名の役員補充を行います。地域の皆様
のご応募をお待ちしています。

 応募用紙（竹の台地域福祉センターに設置）に必要事項をご記
入の上、竹の台地域福祉センターにご提出ください。( 自治会・管
理組合には文書でお知らせします）

役員の選任は、竹の台地域委員会規約第 10 条に基づき、4 月 23
日（日）に開催されます「第 11 回竹の台地域委員会定期総会」に
て行なわれます。
　　　　　　　地域福祉センター　9時～12時火曜日休館
　　　　　　　　　　　　　　　　☎992-6889

2
月
5
日
（
日
）
竹
の
台
小
学
校

会
議
室
で
、
今
年
度
3
回
目
の
防
災

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。参

加
者
は
、
自
治
会
・
管
理
組
合

22
名
、
地
域
団
体
か
ら
14
名
の
合
計

36
名
。

ま
ず
、
昨
年
11
月
13
日
（
日
）
に

行
っ
た
一
斉
避
難
訓
練
に
つ
い
て
、

そ
の
時
の
避
難
の
様
子
の
写
真
を
見

な
が
ら
各
団
体
ご
と
に
う
ま
く
い
っ

た
と
こ
ろ
、
い
か
な
か
っ
た
と
こ
ろ

を
報
告
し
ま
し
た
。

そ
の
反
省
を
踏
ま
え
て
、
来
年
度

の
避
難
訓
練
（
11
月
ご
ろ
、
西
神
中

学
校
に
避
難
予
定
）
の
際
、

①
避
難
合
図

②
一
時
避
難
場
所

③
避
難
所
（
武
道
場
）

の
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ッ
プ
で
、
何
を

行
い
、
そ
の
た
め
に
は
事
前
に
何
を

準
備
し
た
ら
良
い
か
、
ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
ま
と
め

た
も
の
が
左
表
に
な
り
ま
す
。

項目 出されたアイデア
事前に □災害・訓練の知識を得ておく

□住民の家族構成を把握しておく
□名簿を作成する
□要援護者を把握しておく
□自治会内の介護施設と交流しておく
□車イス支援チームを作っておく
□車を使わないと移動できない人を把握しておく
□役員の引継を徹底する
□各家庭で非常持ち出し袋を準備する

避難合図 □避難の想定を明確にする
□「エリアメール」が何かを知ってもらう・携帯がない
人への対応
□訓練の「チラシ」を全戸配布する（4丁目作成のもの
参照。回覧だと手元に残らない）
□その場で「シェイクアウト」してから集合することを
徹底
□非常持ち出し袋を持ち出す
□何か一品家から持ち出す
□近所で声をかけあって参加を促す
□要援護者の安否確認を行う
□町内の介護施設と連携した訓練を実施する
□参加者にグッズを配布する（ゴミ袋、食料、防災グッ
ズなど）

一時避難場所 □一時避難場所を再検討する
□事前のチラシに避難経路を明示しておく
□プラカード・旗を作る
□名簿を作成しておき持参する
□車いすを準備しておく
□役割分担～リーダー、本部連絡員等々～は、参加者に
も協力してもらい、その場で分担する。誰でもリーダー
（先導者）ができるように
□受付（机）や救助用の道具があると便利
□避難所への行動を整然とする（避難訓練）

避難所
（西神中武道場）

□何名収容できるのか把握しておく
□武道場を土足で入れるようにしておく
□人数確認：正確で簡易な方法、PC を使う、集計は後
でも良い？
□防災機器の取り扱い（AED、簡易トイレ設置、備蓄、
工具、毛布）
□地域ごとの避難場所の確保
□避難所生活の体験
□ゲーム
□炊き出し訓練（自治会から必要人数出てもらって）／
おにぎり

年
度
末
で
役
員
改
選
の
団
体
も
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
今
年
度
の
反
省

点
を
き
ち
ん
と
次
の
役
員
の
方
に
引

き
継
ぎ
、
役
員
会
で
議
論
し
て
く
だ

さ
い
。

来
年
度
は
さ
ら
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
が
図
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

竹
の
台
に
は
、
中
堅
所
得
者
層
向

け
の
特
別
市
営
住
宅
が
あ
り
ま
す

が
、
平
成
23
年
度
よ
り
60
戸
の
う
ち

約
半
数
の
30
戸
が
空
家
と
な
っ
て
お

り
、
入
居
者
が
少
な
い
上
街
路
灯
も

十
分
で
な
い
こ
と
か
ら
、
夜
間
暗
く
、

防
犯
上
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
空
家
が
多
く
あ
る
こ
と
に
よ

り
、
ま
ち
の
活
力
も
損
な
わ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
竹
の
台
地
域
委
員
会
よ

り
、
神
戸
市
住
宅
都
市
局
に
質
問
を

し
ま
し
た
。

左
表
が
そ
の
質
問
と
そ
の
回
答
で

す
。（
平
成
29
年
2
月
23
日
回
答
）

空家問題

地域委員会からの質問 住宅都市局からの回答　

入居が半数にも満たないのは何故か

・シティハイツ竹の台の管理開始から 28 年経過したこと
により、周辺の物件と比較して美観上見劣りすること。
・市全体においても多くの住戸や分譲マンションが建設さ
れて、特に近年比較的安価なローンにより物件を購入できる
傾向にあること。
・西北神を中心に持家志向が高く、特に子育て世代につい
ては、子の年齢が高くなるほど持家の割合が高くなる傾向
にあること。
・エレベーターがなく、「西神中央駅」から離れていること
等から不便を感じていること。

今後入居向上に向けての対策は？

・建物の美観を向上させるための美装工事やこれまで以上
のＰＲ等入居促進に向けた取組みを行う。
・少子高齢化社会を迎え、神戸市においても若年層の市外
への流出が多いことが問題になっていることから、すべて
のシティハイツにおいて、来年度から新婚世帯・子育て世
帯・多子世帯に対し、家賃を 2 割減免する。

住居以外の用途拡大はできないのか？
・一般の市営住宅の場合、国の承認を得れば住宅以外の用
途で目的外使用することができるが、シティハイツの場合、
住宅用途でしか使用を認められていません。

すぐ横の道が暗く、
防犯上問題があるが対策は？

・現況を確認したところ、周辺道路と比較して敷地内が暗
いことが判明したので、敷地内の外灯の照度を上げる工事
を行った。　

（平成 29 年 1 月 28 日完了）

回
答
内
容
か
ら
、
シ
テ
ィ
ハ
イ
ツ

の
家
賃
が
新
婚
世
帯
・
子
育
て
世
帯
・

多
子
世
帯
に
対
し
家
賃
が
2
割
減
額

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
平
成
29
年
4
月
1
日
よ
り

申
請
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
竹
の
台
に
移
り
住

む
若
い
世
代
が
増
え
れ
ば
い
い
で
す

ね
。詳

細
は
神
戸
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
神
戸
市
営
住
宅
条
例
施
行
規
則
の

一
部
改
正
（
案
）」
で
検
索

今
年
を
踏
ま
え
て
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を

29
年
度
は
西
神
中
に
避
難
引
継
ぎ
を
お
願
い
し
ま
す

29
年
度
も
竹
の
台
一
斉
避
難
訓
練
実
施　

特
別
市
営
住
宅
シ
テ
ィ
ハ
イ
ツ

　
家
賃
2
割
減
免
へ

　
　
（
市
営
住
宅
条
例
一
部
を
改
正
）



自治会道路補修一括申請
竹の台小 1 年「昔のあそび」、3 年「昔
のくらし」
西神中トライヤル等
水野さんにお世話になった方、子ども
たちはたくさんいました

区役所への歩行者経路
アーケード設置検討範囲

※今後の詳細の検討により変更となる可能性があります

久
本
市
長
の
出
席
す
る
会
議
で

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

(    )竹の台総合新聞2017 年 3 月 第 58 号（年 6 回発行） 2地 域

1
月
26
日
区
民
ま
ち
づ
く
り
会
議

で
、
西
区
新
庁
舎
の
場
所
と
し
て
新

し
い
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
8
月
29
日
開
催
さ
れ
た
区
民

ま
ち
づ
く
り
会
議
で
は
、「
プ
レ
ン

テ
ィ
平
面
駐
車
場
敷
地
」
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
隣
接
す
る

立
体
駐
車
場
を
含
め
て
の
整
備
を
す

る
案
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。
区
役
所

資
料
に
よ
り
ま
す
と
、
具
体
的
に
は
、

階数 地上 5階
建築面積 約 2,100 ㎡
庁舎面積 約 10,500 ㎡

階数 地上 5階 +半地下 1階
建築面積 約 1,900 ㎡
庁舎面積 約 9,800 ㎡（半地下駐車場

部分約1,600㎡）
旧案

新案

詳
細
は
、
西
区
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
新
庁
舎
整
備
検
討
」
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

h
ttp

://w
w
w
.city.

kobe.lg.jp/w
ard/kuy

akusho/nishi/oshira
se/shintyosya/index.
htm

l

左
図
の
よ
う
に
現
在
の
立
体
駐
車
場

が
新
庁
舎
と
な
り
ま
す
。

新
案
の
理
由
と
し
て

・
区
役
所
用
の
駐
車
台
数
も
含
め
た

必
要
駐
車
台
数
の
確
保
に
つ
い
て
、

立
体
駐
車
場
を
含
む
駐
車
場
全
体
の

再
整
備
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
対
応

が
可
能
で
あ
る

・
連
絡
橋
に
よ
る
立
体
駐
車
場
及
び

プ
レ
ン
テ
ィ
商
業
棟
と
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
ル
ー
ト
に
よ
り
、
駅
か
ら
雨
に

濡
れ
ず
に
庁
舎
と
行
き
来
で
き
る
。

・
建
物
形
状
を
よ
り
整
形
に
計
画
で

き
る
た
め
、
効
率
的
な
フ
ロ
ア
配
置

が
可
能
で
あ
る
。

・
既
存
の
プ
レ
ン
テ
ィ
関
連
施
設
や

西
区
民
セ
ン
タ
ー
等
が
集
積
す
る
中

心
地
に
よ
り
近
く
な
る
た
め
こ
れ
ら

の
施
設
と
の
連
携
が
よ
り
図
り
や
す

い
。

・
西
神
中
央
駅
か
ら
の
距
離
が 

80
ｍ

程
度
近
く
な
る
。

が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
、

4
月
頃
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実

施
、
5
月
頃 

「
西
区
庁
舎
整
備
基
本

計
画
」
策
定　

基
本
設
計
、
と
な
る

予
定
で
す
。

今
後
は
、
新
庁
舎
の
内
容
に
つ
い

て
の
議
論
に
な
る
よ
う
で
す
が
、
美

賀
多
台
の
一
等
地
は
ど
う
な
る
の

か
、
現
在
の
西
神
中
央
出
張
所
は
？
、

竹
の
台
地
域
委
員
会
で
は
、
西
神
中

央
周
辺
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え

る
こ
と
な
く
、
新
庁
舎
の
み
を
議
論

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。（
56
号
参
照
）

住
民
の
皆
様
も
西
区
の
広
報
に
注

目
し
て
い
た
だ
き
、
ご
意
見
を
区
役

所
に
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。

情
報
提
供
・
投
稿

　

お
ま
ち
し
て
ま
～
す

・
紙
面
充
実
の
た
め
、
皆
様
の
投
稿

を
お
願
い
し
ま
す
。
地
域
の
出
来

事
、
詩
歌
、
感
想
、
問
題
提
起
、
疑

問
、
何
で
も
結
構
で
す
。

・
漫
画
作
者
募
集

　

小
中
高
生
ど
な
た
で
も
Ｏ
Ｋ
。

　
新
聞
製
作
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
　

ご
連
絡
は
、
下
記
ま
で
。

①
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

F
A
X　
9
9
2
ー
6
8
8
9

（
9
時
～
12
時　
火
曜
日
は
休
館
）

②
竹
の
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト

http://takenodai.net

（「
竹
の
台
」
で
検
索
）

　

お
問
合
せ
フ
ォ
ー
ム
か
ら

平
成 

26 

年
、
将
来
に
わ
た
っ
て
活

力
あ
る
社
会
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
に
基

づ
き
、
神
戸
市
が
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
に
対
応
す
る
今
後
５
か
年
の
具
体

的
な
事
業
を
ま
と
め
た
も
の
が
「
神
戸

創
生
戦
略
」
で
す
。
神
戸
創
生
会
議
は

こ
の
事
業
の
一
つ
。

革
新
的
な
経
営
者
や
専
門
家
に
よ
る

セ
ミ
ナ
ー
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
通

じ
て
、
ま
ち
や
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る

事
業
の
ア
イ
デ
ア
を
創
出
し
、
そ
れ
を

参
加
者
自
身
が
具
体
化
（
起
業
な
ど
）

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。今
回
の
テ
ー
マ
は「
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
合
わ
せ
た
“
新
た
な
働
き
方
”
～

女
性
の
働
き
た
い
を
か
な
え
る
～
」。

竹
の
台
で
は
、
5
カ
年
計
画
に
基
づ

き「
住
み
続
け
た
い
」「
住
ん
で
み
た
い
」

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
地
域
活
動
の
中
で
様
々
な
立

場
の
方
が「
働
き
方
」「
働
く
場
」を
作
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
ヒ
ン
ト
に
、
と
、
地
域
委
員
会

か
ら
役
員
2
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
昨

年
10
月
～
12
月
ま
で
、3
回
の
会
議
で
、

様
々
な
立
場
・
年
齢
・
性
別
か
ら
構
成

さ
れ
る
６
～
７
名
程
度
の
班
ご
と
に
、

「
女
性
の
働
き
た
い
」
を
か
な
え
る
働

き
方
に
つ
い
て
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い

ま
し
た
。

そ
こ
で
考
え
て
み
た
の
が
「
竹
の
台

エ
デ
ィ
ブ
ル
（
食
べ
れ
る
）
タ
ウ
ン
」。

食
べ
ら
れ
る
植
物
を
、
街
の
中
の
公
共

の
場
所
や
個
人
の
庭
に
植
え
、
育
て
、

収
穫
し
、
加
工
し
、
食
べ
る
。「
食
べ

る
植
物
」
と
い
う
共
通
の
ア
イ
テ
ム
に

よ
り
、
様
々
な
世
代
の
交
流
の
場
が
で

き
、
ま
た
、
そ
れ
を
使
っ
た
起
業
も
期

待
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ま

し
た
。

生
産
の
要
素
の
な
い
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

で
す
が
、
今
あ
る
空
間
を
活
用
し
た
ら

結
構
生
産
で
き
る
の
で
は
、
そ
ん
な
取

組
が
進
め
ら
れ
た
ら
い
い
な
あ
、
と
考

え
て
い
ま
す
。

永らく竹の台地域委員会役員を務められた水野俊夫さんがこのたびを退
任され東京に転居されることになりました。平成 19 年より 10 年間地域の
ために貢献していただき、私たち役員一同名残惜しいばかりですが、感謝
し、お別れしたいと思います。
ご本人から地域の方々へのメッセージです。

1) 地域活動を始めたきっかけは？
平成元年に竹の台に新居を構え、仕事に追われる日々を 20 年過ごしま

したが、退職後は多少時間的余裕もでき、「地域の人と知り合う機会を持
ちたい」との思いも生じていました。そんな時、竹の台ふれあいのまちづ
くり協議会（現：竹の台地域委員会）役員へのお誘いを頂き、「何か役立
てることが有るかな！」と軽い気持ちで引き受け、10 年が経っちゃいまし
た。

2) 地域活動をやっていて良かったこと
さまざまな地域活動で、竹の台の方はもちろん、行政の方、先生や他地

域の方と知り合い、意見交換させて貰えたことは、初心を思い起こせば大
変有意義で良かったです。

3) 大変だったこと
活動に入り込んでいくと、全体の企画・調整・運営に大変な労力を要す

るのですが、この竹の台地域委員会は委員長を筆頭に結束が出来ており、
大変だから辞めようと思うことは一度もありませんでした。この度の拠所
無い事情がなければ、続けて活動に参加したいものです。

４)竹の台地域の方にひと言（委員へのお誘い）
「地域のこと何かしたいけど・・・」「自分の持っているスキルを役立たせたい・・」

等々の思いをお持ちの竹の台在住の皆さん、尻込みせず、竹の台地域委員会の
活動に参加されてはいかがでしょうか。

地域を知れば大きな自信が生まれると思
いますよ！！

新案

西
区
新
庁
舎
に
新
提
案

神
戸
創
生
会
議
に
参
加
し
ま
し
た
！

区
民
ま
ち
づ
く
り
会
議
で

ま
ち
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ア
を
提
案

水野俊夫さん　お元気で

西区庁舎整備基本計画（案）　　　　　

旧
案
よ
り
80
ｍ
駅
か
ら
近
く
に



皆で楽しい一日を過ごすことができました

新鮮な野菜を求めて多くの来
場者が訪れました。

いつも好評の牛牧場のコロッケ
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青
少
年
育
成
協
議
会
竹
の
台
支
部
で

は
、
３
月
５
日
（
日
）
子
ど
も
と
保
護

者
で
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
「
グ
リ
コ
ピ
ア

へ
い
こ
う
！
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
と
保
護
者
総

勢
38
名
が
参
加
し
、
お
菓
子
の
歴
史
や

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
製
造
工
程
な
ど
を
ア

ニ
メ
や
施
設
見
学
で
学
び
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
昔
の
グ
リ
コ
の
自

動
販
売
機
前
で
は
、
す
ぐ
に
そ
ば
ま
で

近
づ
い
て
、
係
の
人
か
ら
の
説
明
を
と

て
も
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。
工
場

見
学
で
は
、
身
近
に
食
べ
て
い
る
プ

リ
ッ
ツ
が
次
々
に
で
き
て
い
く
様
子
に

も
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

スポーツ 21竹の台クラブ
会員募集

クラブの新しい仲間に加わり、体力づくりにチャレン
ジしてみませんか。興味のある方、見学したい方はお
気軽に各クラブの連絡先の方までお問合せください。　

西 神 少 年 団 野 球 部
≪活動日時≫	

≪活動場所≫

≪対象者≫	
	
≪部員数≫	 	

≪活動費≫
≪連絡先≫	 	

	

毎週土・日曜日・祝日午前	

竹の台小グラウンド他	

竹の台小児童
美賀多台小児童	

39 名	 	
2500 円 (1・2年生 2000円）	
服部
(TEL090-5464-8179)	
	

≪活動日時≫	

≪活動場所≫	

≪対象者≫	

≪部員数≫	 	

≪活動費≫	

≪連絡先≫

毎週土曜日午後 6時 30分～ 8時 30分	

竹の台小体育館	

18 歳以上の男女

10名	

年間 2000 円
（お試し 3か月 600円）	 	

大西
（TEL991-7529）		

	

竹 の 台 卓 球 ク ラ ブ
≪活動日時≫	

≪活動場所≫	

≪対象者≫	

≪部員数≫	 	

≪活動費≫	

≪連絡先≫	 	

	

西神中央フットボールクラブ
　　　　少年少女サッカー部

毎週土・日と祝日	

竹の台小・美賀多台小
狩場台小・糀台小	
年長(条件あり)～6年生男女

40名	

1200 円 +α (学年により追加あり）	

岩田（TEL078-992-2437)
メール（masahiko10-714@docomo.ne.jp)

西神戸ラグビースクール
≪活動日時≫	

≪活動場所≫	

≪対象者≫	 	

≪活動費≫	

≪連絡先≫	 	

毎週日曜日午後 2時 30分から 2時間半程度（変更あり）	

竹の台小グラウンド他（幼児・小学生）
県立星陵高校グラウンド他（中学生）	

幼児・小学生・中学生

年 12000 円
（半年ごとに 6000円納入）	

メール
nishikobers1989 ＠ yahoo.co.jp
URL:http://nishikobers.web.fc2.com/	

グランドゴルフクラブ
≪活動日時≫	

≪活動場所≫	

≪対象者≫	

≪定員数≫	 	

≪活動費≫	

≪連絡先≫	 	

	

毎週土曜日午前中	

竹の台小グラウンド	

大人

24名	

月 200円	 	

矢後
(TEL991-3748)		

	

竹の台バドミントンクラブ
≪活動日時≫	

≪活動場所≫	

≪対象者≫	

≪部員数≫	 	

≪活動費≫	

≪連絡先≫	 	

	

毎週土曜日午後 1時～ 3時
日曜日午前 10時～ 12時	

竹の台小体育館	

小学生～成人の男女

15名	

月 500円 +年 3000 円	 	

安西 (TEL090-2820-4109）	

	

竹の台ソフトボール部
≪活動日時≫	

≪活動場所≫	

≪対象者≫	

≪部員数≫	 	

≪活動費≫	

≪連絡先≫	 	

	

毎週日曜日 11時～ 13時（4月～ 10月）
　　　　　	10 時 45分～ 12時 30分（11月～ 3月）	

竹の台小グランド他	

大人中心

15名	

年間 4000 円	 	

森
（TEL080-6152-6216）	 	

	

ママさんバレーボール
≪活動日時≫	

≪活動場所≫	

≪対象者≫	

≪定員数≫	 	

≪活動費≫	

≪連絡先≫	 	

	

毎週火曜日午後 7時～ 8時 30分	

竹の台小体育館	

大人の女性

11名	

月 100円	 	

早川
(TEL992-8790)		

	

9人制バレー（皮）＜美竹 S・C＞
≪活動日時≫	

≪活動場所≫	

≪対象者≫	

≪部員数≫	 	

≪活動費≫	

≪連絡先≫	 	

	

毎週火曜日午後 6時 30分～ 8時 30分
火曜日他にも練習あり	

竹の台小体育館他	

西神中学校区主婦の方

15名	

1500 円 / 月

土師
(TEL090-5897-2397)	 	

	

漫画作者募集

今号は竹の台小6年生大﨑玲奈さ
んの作品です。
作品作成の際は、裏も白い紙に、
黒のサインペンではっきりと書い
てくださいね。

編

集

後

記

私
は
竹
の
台
に
住
む
高
校
生
で
す
。

実
は
、
こ
の
竹
の
台
総
合
新
聞
の
編

集
会
議
に
参
加
す
る
ま
で
、
竹
の
台
の

こ
と
に
目
を
向
け
る
機
会
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。「
無
か
っ
た
」
と
言
う
よ

り
は
「
無
く
な
っ
て
い
た
」
と
い
う
ほ

う
が
正
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

小
学
生
の
頃
は
見
守
り
隊
を
始
め
、

地
域
の
方
々
と
深
く
交
流
が
あ
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
子
供
な
り
に
住
ん
で

い
る
竹
の
台
と
い
う
土
地
に
つ
い
て
興

味
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
中
学
生
に

な
る
と
、
見
守
り
隊
の
方
に
会
う
機
会

が
無
く
な
り
、
同
時
に
竹
の
台
へ
の
興

味
も
無
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
勉
強

や
部
活
で
忙
し
く
な
り
、
自
分
の
世
界

が
中
学
校
と
家
だ
け
に
な
っ
た
の
で
す
。

高
校
生
に
な
っ
て
か
ら
も
自
分
の
世

界
は
高
校
と
家
だ
け
で
し
た
が
、
昨
年

の
夏
、
意
を
決
し
て
ア
ル
バ
イ
ト
を
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
職
場
の
ご

縁
で
、
編
集
会
議
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
、
今
に
至
り
ま
す
。

参
加
し
て
か
ら
一
番
気
に
な
っ
た
出

来
事
は
、
西
区
役
所
の
移
転
に
つ
い
て

で
す
。
こ
の
新
聞
で
お
知
り
に
な
っ
た

方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
私
は
昔
、

親
に
「
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
の
あ
る
美
賀
多

台
の
空
き
地
に
移
転
す
る
ら
し
い
」
と

聞
い
て
い
た
だ
け
だ
っ
た
の
で
、
編
集

会
議
で
伺
い
、
も
う
か
な
り
話
が
進
ん

で
い
て
驚
き
ま
し
た
。
実
際
は
プ
レ
ン

テ
ィ
の
第
二
駐
車
場
の
あ
た
り
に
建
て

る
そ
う
で
す
が
、
竹
の
台
に
住
ん
で
い

る
身
と
し
て
は
、
些
か
遠
い
気
が
し
ま

す
。
場
所
を
言
わ
れ
て
も
、
ど
の
辺
り

だ
っ
た
ろ
う
、
と
少
し
考
え
て
し
ま
い

ま
し
た
。

そ
の
と
き
に
私
は
、
地
元
の
こ
と

を
、
あ
ま
り
知
ら
な
い
こ
と
に
気
が
付

き
ま
し
た
。
そ
れ
は
同
時
に
、
世
界
が

広
が
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

新
聞
と
い
う
媒
体
は
ネ
ッ
ト
に
比

べ
、
老
若
男
女
が
手
に
取
り
や
す
い
も

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
だ
ま
だ

勉
強
中
の
身
で
す
が
、
こ
の
新
聞
を
読

ん
で
、
様
々
な
方
々
に
竹
の
台
、
ひ
い

て
は
西
神
と
い
う
地
域
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
新
聞
に
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

見
学
の
後
は
、
屋
外
広
場
に
集
ま
っ

て
参
加
者
同
士
が
交
流
で
き
る
「
握
手

で
こ
ん
に
ち
は
」
と
い
う
ゲ
ー
ム
遊
び

で
お
友
達
を
増
や
し
ま
し
た
。
こ
の

ゲ
ー
ム
は
、
ま
だ
知
ら
な
い
子
に
話
し

か
け
て
、
お
互
い
に
自
己
紹
介
を
し
、

握
手
を
し
て
サ
イ
ン
を
も
ら
い
合
う
も

の
で
す
。
初
め
は
も
じ
も
じ
し
て
い
た

子
も
い
ま
し
た
が
“
握
手
で
笑
顔
！
”

が
広
が
る
と
、
一
枚
に
５
人
分
書
い
て

も
ら
う
サ
イ
ン
帳
が
早
々
と
満
杯
に
な

り
、
二
枚
目
に
も
サ
イ
ン
を
書
い
て
も

ら
う
子
も
い
た
ほ
ど
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
保
護
者
の
方
々
か
ら
は

「
自
分
で
は
な
か
な
か
予
約
し
て
ま
で

は
。
近
い
け
ど
初
め
て
来
ま
し
た
。
小

さ
な
子
も
楽
し
め
て
良
か
っ
た
。」
と

の
声
を
頂
き
、
青
少
協
の
檀
支
部
長
か

ら
は
「
竹
の
台
地
区
の
子
ど
も
た
ち
や

保
護
者
同
士
が
触
れ
合
え
る
イ
ベ
ン
ト

を
、
今
後
も
定
期
的
に
開
催
し
て
い
き

た
い
。」
と
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

青
少
協
竹
の
台
支
部
の
今
後
の
イ
ベ
ン

ト
案
内
は
、
小
学
校
や
児
童
館
、
竹
の

台
新
聞
な
ど
を
通
じ
て
行
い
ま
す
の

で
、
是
非
と
も
お
子
様
と
参
加
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、青
少
協
竹
の
台
支
部
に
は
、

子
育
て
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
の
で
、
子
育
て
の
こ
と
に
つ
い

て
悩
み
な
ど
が
あ
れ
ば
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

3
月
5
日
（
日
）
春
を
思
わ
せ
る

陽
気
の
中　

第
46
回
竹
の
台
朝
市
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
18
年
か
ら
続
く
地
域
の
定
例
行

事
で
す
。
4
回
/
年
ほ
ど
の
開
催
で
す

が
、
新
鮮
な
野
菜
を
求
め
て
大
勢
の
住

民
が
訪
れ
ま
し
た
。

毎
回
大
人
も
子
ど
も
楽
し
め
る
小
さ

な
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
こ
と
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
「
ケ
ン
玉

大
会
」。
会
場
内
で
は
昔
を
懐
か
し
み

た
く
さ
ん
の
大
人
も
挑
戦
し
て
く
れ
ま

し
た
。
ケ
ン
玉
の
玉
が
お
皿
に
乗
る
た

び
に
大
き
な
拍
手
が
起
こ
り
、
ま
た
、

名
人
級
の
子
ど
も
も
い
た
り
で
み
ん
な

が
楽
し
め
ま
し
た
。

今
回
た
け
の
パ
ー
ク
か
ら
は
オ
リ
ー

ブ
を
使
っ
た
ペ
ペ
ロ
ン
チ
ー
ノ
が
販
売

さ
れ
お
客
さ
ん
か
ら
は
好
評
で
し
た
。

そ
の
他
、
Ｊ
Ａ
さ
ん
を
初
め
と
す
る

農
家
さ
ん
の
出
店
。
地
元
N
P
O
法
人

た
け
の
コ
ム
が
運
営
す
る
な
か
ま
農
園

の
焼
き
芋
販
売
、
手
作
り
品
で
は
、
マ

リ
メ
ッ
コ
の
生
地
を
使
っ
た
小
物
や
は

や
り
の
ネ
コ
グ
ッ
ズ
が
手
頃
な
価
格
で

販
売
さ
れ
ま
し
た
。

「
グ
リ
コ
ピ
ア
へ
い
こ
う
！！
」

笑
顔
で
握
手
～
友
達
増
え
た
か
な

地
域
交
流
の
場
と
し
て

第
46
回
竹
の
台
朝
市



ツイッターもあります。タケくんが
つぶやくよ！フォローしてくださいね。

フェイスブックは「竹の台地域委員会」で
色々な情報発信をしています！

http://twitter.com
/takenodai

https://www.facebook.
com/takenodai

スマホでつながる竹の台情報！  検索または2次元バーコードから

facebook twitter
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第 47 回竹の台朝市

見守り活動参加者募集

市民防災リーダー研修会

　4 月 23 日（日） 　5 月 28 日（日）
　　10 時～ 12 時
竹の台地域福祉センターで

　　10 時～ 12 時
	 	 	竹の台小グラウンドで

竹の台地域委員会総会

6月18日（日）10時～ 12時
　場所：竹の台小学校駐車場　雨天決行

自治会・管理組合・管理会の会長、理事長の方は
ご出席お願いいたします。　　　　　

自治会・管理組合・管理会の防災担当の方は
ご出席お願いいたします。　　　　　

新鮮な地
元の採れ

たて

お野菜が
いっぱい

買い物袋を
持ってきてね

お申込み：竹の台地域福祉センター　9時～12時火曜休館　
所定の申込用紙に記入の上お申込ください。    Tel.992-6889

【出店者募集】出店料無料

広告募集
企業・団体の広告を募集しています。
    竹の台 3,800 世帯、
　　　    9,100 人
　　　　が配布エリアです。
   １段 1 ／ 2 幅      3,000 円
    2 段 1 ／ 2 幅　 5,000 円

竹の台地域見守りグループは、子ど
も達の登下校の安全確保や見守り活
動、地域防犯に取り組んでいる住民
有志のグループです。参加条件、資格、
年齢一切問いません。
大切な子ども達の安全確保にご協力
ください。
問合せ・申込み
　源水　090-8888-5109


